
















































発」システム (IPD~Integrated Product Development)の導入をテコに、技術研究所と販売・製造
部門との横断的な連携を強化するプロセスが詳細に分析された。他方、人事制度の進化について、
持株制度、裁量労働制、内部昇進制と成果還元給など研究開発技術者の動機付けを踏まえた人事制
度の導入が論述された。最後に研究開発をめぐる華為の特質を析出するために、関連産業で成功モ
デルとされるハイアールとの比較分析が特許出願データに2基づいて行われ、基幹技術か周辺技術か
との相違点の存在が明らかにされた。
終章では、中国通信機器産業のキャッチ・アップが実現しえた根拠について総括を行った。まず
技術的条件としてデジタル化に伴うソフトウェア技術の登場が強調された。主体的条件について、
ソフトウェア開発を優先する研究開発戦略の確立、創業者と技術者とのアライアンスの結成、技術
者の育成と確保に取り組む制度改革など相互規定的な関係にある諸相が重要であると結論づけられ
た。最後に創業者と技術者出身重役層との協働関係の不安定性、また組織の医大化に伴う技術者管
理の硬直性の増幅が問題点として提起された。
論文審査の結果の要旨
本論文の最大な特徴は、 1980年代半ばから 90年代末期に至る中国通信機器産業の発展史と代表的
なハイテク企業の経営史の一側面を技術形成と研究開発体制への多面的分析を還して明らかにした
ことである。中国における新興産業のうち、同産業は自主技術が確立しえた最初の産業として関心を
集めているが、産業や経営の展開過程を通史としてたどる研究、また技術形成と研究開発体制への長
期的動態分析が皆無である。本論文は8年間にわたる継続的かつ広範な関連資料やドキュメントの収
集、創業メンバーを含む企業関係者への開き取り、特許出願データーの長期的分析に基づいてまとめ
られている意味において、資料的価値が高く、研究上の空白を埋めたと評価できる。
つぎに本論文では、研究照発の概念規定、中国の産業分析に焦点を当てた先行研究について詳
細なサーベイがなされた。そこから得た分析枠組が批判的に摂取されているとともに、独自の研
究視角が構築されており、それらが本論文の実態分析に生かされながら、いくつか新しい発見を
導き出している。たとえば、技術と経営との結びつきの歴史的動態への検証から得られた事実発見
と論点が重要かつ刺激的である。つまり、 1990年代初めに構内アナログ交換機の開発から局用デジ
タル交換機の自主開発への転換が中国通信機器産業史上、画期的な出来事として詳細に明らかにされ
た。こうした転換が若手技術者の提言と関与により実現され、なお自主開発の成功が創業者と若手技
術者との信頼関係を霊長成させる契機となった。その信頼関係は創業者と若手技術者とのアライアンス
を結成させ、技術者の発言権を増大させていく要因であった。結果としてソフトウェア開発重視の研
究開発戦略が確立され、技術者の育成と確保に取り組む制度改革が行われたということであった。
さらに中国企業の経営者分析にあたり、本研究の視角もユニークである。単なる創業者個人の思考
と行動のみ取り上げる研究が多く存在するなか、筆者は創業者と若手技術者に分析の焦点が当てられ、
臨有大企業での出世を放棄し中小民営企業に夢を託そうとする一流大学出身の若手技術者と、強力な
指導力をもっ創業者のキャリアと行動および思想などが援富な資料に基づいて具体的かつ微細に記
述され、両者により取り結ぼれるアライアンスの意義と限界が特定の歴史的背景と結びつけて説得的
に明らかにされている。
もちろん、一部の分析の不十分さ、一部概念規定の不明確さ、事例研究闘有の限界、対象時期
限定など問題点もいくつか存在している。しかし全体として判断すれば、本論文は、その潤題意
識の明確さ、論点のユニークさ、事例検証の深さ、実証的データ・資料の豊富さにおいて、きわ
めて優れた論文であると評価できる。
